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▲県労福協は５月24日（金）、ホテル　セントヒル
長崎において第31回定期総会を開催。2013年度の
活動方針を決定した。一昨年の東日本大震災の復
興・再生を支援、昨年の国際協同組合年を契機に福
祉事業団体の存在価値を訴え、ろうきん・全労済・
生協の事業拡大、ライフサポート事業の前進など、
「賢い消費者」を目指す取り組みなどを確認した。
▲総会には78名の代議員が参加。中﨑副会長の開
会挨拶で始まり、議長団には古川（基幹労連）・姫
野代議員（全労済）を選出。
　主催者を代表して挨拶した県労福協森会長は、勤
労者の生活が厳しさをます中で、全ての人が安心し
て暮らせる社会作りを目指し活動を進める事を訴え
た。挨拶要旨は後述している。
▲続いて来賓として、長崎県の池内産業労働部次長
兼雇用労政課長、民主党の大久保ゆきしげ代表代行、
社民党の吉村庄二県連合代表より挨拶を受けた。
▲議案審議については特段の意見・要望もなく全議
案とも承認された。

http://nagasaki.rofuku.net/

県労福協　第３1回定期総会を開催県労福協　第３1回定期総会を開催

2013年度の活動方針等を採択2013年度の活動方針等を採択

▲今年度もチャリティゴルフ益金106,720円と書損
ハガキ346枚を切手に交換し（15,095円）、「長崎県
障がい者社会参加推進センター」へ寄贈した。
▲本総会では、重点課題の取り組みとして、①勤労
者の暮らしにかかるサポート事業の充実・強化と着
実な前進。②労働者福祉運動・事業の基盤強化と発
展支援。③多重債務対策、格差・貧困の是正。
④2012国際協同組合年の取組みを継続・発展。
▲継続的な取り組みとして、①勤労者福祉向上に向
けた自治体要請行動。②生活応援運動。③研修活動
の充実。④介護サポートと子育て支援。⑤退職者・
高齢者との連携。⑥文化・スポーツ・レクリェー
ション活動。⑦環境保全活動。⑧勤労者サービスセ
ンターの自立・再生。⑨ボランティア活動推進。⑩
防災・減災の取り組みと災害救援ボランティア組織
づくり。⑪労働保険事務組合の業務拡大。⑫機関会
議の開催。⑬広報、教育・宣伝活動。⑭地区労福協
活動の活性化について、全ての議案が承認された。
▲最後に、原田副会長の閉会挨拶で第31回定期総
会を終了した。

挨拶する森会長

長崎県障がい者社会参加推進センターへ寄贈

チャリティゴルフ益金と
  切手（書損ハガキ回収分）を寄贈
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　本日は県下各地から大変忙しい中、ご参集をいただき感謝いたします。第31回定期総会にあたり２点につ

いてご挨拶申し上げます。１点目は労働者福祉の観点から触れたいことです。

　なんといっても、東日本大震災から２年３ヶ月が経過した現在、避難転居者34万人の人が故郷を離れて生

活をしています。被害が甚大であるために復興再生への足取りが今ひとつおぼつかない状況にあり、また極め

て深刻な原発事故処理が横たわっています。

　忘れてならないのは、復興再生へ向けて必死に立ち向かっているのは、労働者であり仲間です。これからの

再生に向け中核を担うのは自治体職員であり自治労の組合員、ライフラインを作るのも仲間、郵便・荷物を届

けているのも仲間、親兄弟・友もなくし、子供たちと必死に向き合っているのも仲間です。さらに福島原発の

中で、今なお過酷な労働環境で必死に作業を行っているのも仲間です。福祉事業団の皆さんも厳しい中で、被

災者と被災地で対応しています。そのことを念頭におきながら、私どもは支え合わなければなりません。労福

協の精神、運動・理念である共助「共に助け合い、支え合いの精神」で対応をしてまいりたいと思います。

　２点目はこれからの政治についてです。７月予定の参議院選挙では、９名の組織内比例候補と共に、選挙区

では大久保ゆきしげ氏を推薦しています。安倍政権になり、支持率が高止まりしていますが、私は期待感だけ

が先走りしているよう思えてなりません。円安・株高の経済政策のみが先行し、一部の大手企業ではその恩恵

にあるかも知れませんが、輸入原材料の価格高騰で物価は上がり、格差が拡大し、多くの仲間にとっては、今

後将来の展望がひらけない状況に向かっているのではないかと思います。

　さらに、安倍政権では、高齢化対策、少子化対策、年金・医療・介護を含めた社会保障制度の政策の改革に

ついては、一切表に出てきません。それどころか、自民党の参議院選挙の公約骨子での社会保障制度について

は、「自助・自立が第一」であると明記しています。要は、人の助けを借りずに自分の力で自助・自立してく

ださい。これが自民党の基本方針です。

　さらに、労働対策については、「限定正社員制度」を導入しようという動きがあります。この限定正社員制

度というのは、勤務地・職種は変えず、賃金を正社員に比べ一割か二割ほど下げる制度です。連合としては、

この制度については課題が多くあり、もっと真剣に議論をする必要があります。

　そういう状況下ですが、依然として年収200万円以下の労働者が1,100万人を超えています。職場の３分の

１は非正規労働者、民主党政権になって国内の自殺者数が３万人を切りました。昨年の統計が27,856人です。

この中味は、子供政策、子供手当、授業料の無償化など、民主党の政策によって生活苦での自殺が減った統計

が示されています。

　労福協の大きな活動の課題の一つであります「政策・制度要求」の実現のためには、自民党の一党独裁をな

んとしても阻止し、労働者の思想に最も近い民主党を支援していかなければなりません。

　さて、労福協は、全ての人が安心して暮らせる社会作りを目指し活動を進めてきています。その一つが、勤

労者の福祉向上に向けた自治体要請行動であり、ライフサポートセンターをはじめとする暮らしのサポート事

業です。

　長崎県を見た場合、福祉事業団にあっては厳しい状況にあります。労働界も全国的に低位にある県民所得と

雇用、そして全国で一番長い労働時間という実態です。このことは、裏を返せば長崎県の労働環境が総じて悪

いということにつながり、看過できない状況にあると思います。

　おりしも、昨年は、国際協同組合年でした。今期も機会を捉えながら飛躍発展へのスタートにしていきたい

と考えています。以上、本日の総会へのお礼と主催者を代表しての挨拶と致します。

第31回定期総会における　森会長挨拶要旨第31回定期総会における　森会長挨拶要旨
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　例年だと、総会に引き続き文化講演会を開催する
ところだが、今回は思考を変え、ろうきん・全労済
からのアピールタイムとした。
　長崎ろうきん設立60周年、全労済も設立50年を
経過したこと、また昨年は国際協同組合年であり、
改めて協同組合の存在価値を訴える意味である。

 毎日の生活の中で、色んなリスクに対応するため
生まれた全労済。県本部は、新たな推進課題におけ
る経営戦略を示した。それはマイカー共済の取り組
みである。獲得計画の根拠と数値を経営委員会で確
認後、協力団体・役職員による推進が今日展開され
ている。
　更には、2013年度に向け、下記の重点課題の項
目について訴えた。①マイカー共済、②住まいと暮
らしの防災保障点検活動、③あんしん日本キャン
ペーンである。

2013年度長崎県労福協役員

ろうきん・全労済　　
　　からのアピール

演題　「設立60周年、いま原点に立ち返って」
講師　九州労働金庫長崎県本部　
　　　　　副本部長　　西角　則人氏

演題　「組合員の生活向上に向けて」
講師　全労済長崎県本部　
　　　　専務執行役員　友知　辰次氏

設立60周年を迎え、熱弁するろうきん県本部西角副本部長

　勤労者が「健康で文化的な最低限度の生活」を営
むうえでは、水、エネルギー、情報、及び、お金の
問題を１日たりとも切り離して考えることはできな
い。人生の中では、教育資金、住宅資金、車の資金
などを確保する金融機関が必要である。

役 職 名 氏　　名 選　出　団　体
会　　　長
副　会　長
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
事務局次長
幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 事
〃

森　　光一
川原　重信
峰　　義彦
益満　政彦
中﨑　幸夫
原田　敏春
本田　　稔
桝田　憲二
佐竹　明彦
宮﨑　辰弥
坂本　　浩
塩田　淑文
石田　哲雄
入江　良美
鴨川　博明
五島　喜盛
塩入　高志
鍋島　直人
吉元　修二
高見　俊治
長嶋　　武
八島　啓介
大久保　睦
西角　則人
友知　辰次
中川原芳紀
口石　昭弘
笹山　和彦

連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
連 合 長 崎
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
長　崎　地区労福協
佐世保　　　〃　　
諌　早　　　〃　　
大　東　　　〃　　
五　島　　　〃　　
北　松　　　〃　　
島　原　　　〃　　
壱　岐　　　〃　　
対　馬　　　〃　　
上五島　　　〃　　
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
全 労 済

　働く人達のための金融活動として誕生した“ろう
きん”
　そんな中で改めて、①ろうきん誕生の背景、②ろ
うきんと銀行の違い、③九州・長崎の人口減少と労
働組合、会員の変化、④金融環境の変化、⑤働く皆
さんに知って欲しいこと、⑥何を薦めていくのかに
ついて訴えた。
　特に強調したのは、組合員同士の助け合い・愛情、
会員・ろうきんとの意思疎通をはかり、「共に運動
する主体」、協同の運動である。また、糖尿病予備
軍の方に対する指導、痴呆防止のための知識など、
健康講和を織り交ぜた話しは分かり易くおもしろ
かった。

全労済県本部の再構築を熱く訴える友知専務
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▲昨年の国際協同組合年を契機に、福祉事業団体
（ろうきん・全労済・生協）の運動拡大に向けて、
労福協は労働組合と連携し、共に運動を進めていき
ます。

１．九州労金はシステム移行のため、７月から９月
にかけて月１日オンラインサービスを休止しま
す。７月は○○㈯に休止します。○○に入る数字
をお答え下さい。
２．車やバイクの○○○共済（保険）は強制保険
で、法律により加入が義務付けられています。
○○○をお答えください。
○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・職場名を明
記し県労福協へ送付ください。

○締切日は７月26日（金）（当日消印有効）
○当選者10人の方に「手延べそうめん」をお送りし
ます。正解者多数の場合は抽選で決めます。　
○送り先　〒850-0031
　　　　　長崎市桜町９－６　勤労福祉会館内
　　　　　　長崎県労福協クイズ係
○FAX（095）811-6132
○前月号当選者（敬称略）
田添　美雪（長　崎）　山口　好春（佐世保）
須崎　朱美（佐世保）　川上　　進（佐世保）
有川　俊治（佐世保）　吉村　博司（佐世保）
今山　恵子（大　村）　堤　由美子（大　村）
石津美智子（大　村）　岡添　良子（大　村）

第73回
労福協 ク イ ズ

事 務 局 だ よ り

【キャスト】北乃きい、稲森いずみ、柳楽優弥、佐
野史郎、杉本哲太、宮下順子、池脇千鶴、石橋蓮司
監督：日向寺太郎　原作：青来有一「爆心」
題字：金子兜太　９８分

▲68年前、原爆でたくさんの命が失われた長崎。
この映画は、大切な人を失くした二人の女性を中心
に、今は平穏なこの地で暮らす人々が、被爆地 長
崎の過去と、自らの境遇に向き合い、未来に目を向
けていく姿を描いている。原作は長崎原爆資料館館
長も務める、青来有一さん。その原作を、「火垂る
の墓」の映画化で高い評価を得た、日向寺太郎が監
督している。
【ストーリー】平凡だが、幸福な日々を過ごしてい
た大学生の清水は、突然、母を病気で亡くした。一
方、被爆２世の砂織は、新聞記者の夫と娘と穏やか
に暮していたが、１年前、娘を幼くして亡くした。
ともに、家族との明日が続くと信じていたので、そ
の死を受け入れられないでいた。そんな二人が、浦
上天主堂付近で導かれるように出会い、物語は大き
く動き出す・・・。
きっと見た後は、世代を超えて、平和な今ある日常
が、かけがえのない大切なものだと思えるはずです。
長崎労福協会員の皆さんは（通常当日一般1,800円
／学生1,500円）を1,000円で斡旋します。希望者は
県労福協にＦAＸ（095-811-6132）で申し込み下さい。
▲７月13日から長崎先行ロードショー
■TOHOシネマズ長崎　TEL095-848-1400
■ユナイテッド・シネマ長崎　TEL095-823-0222
■配給：パル企画　TEL03-3847-3141

映画のご案内

映画「ひまわり 沖縄は忘れない、
　　　　　　　　　あの日の空を」
6/15㈯ ①11：00～ ②14：00～長崎チトセピア
6/23㈰ ①11：00～ ②14：00～長崎市民会館
　※鑑賞券１,０００円で斡旋
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